
平成２７年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取組の
課題

街路灯のＬＥＤ化未実施の商店会に対
するＬＥＤ化の促進。ポイントカード
については、加盟店の数を増やすこと
である。

④今後の
改善計画

引き続き、街路灯のＬＥＤ化を促進す
る。カード事業については、加盟店の
増強と発行ポイントの拡大に努める。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

市内商店会のＬＥＤ化は、市内商店会
の６７％が改修をしたが、さらに加速
させたい。ポイントカードについては
行政ポイントによる支援を行うことに
より支援。
街路灯のＬＥＤ化をしていない商店会
に対し補助を活用した改修を促してい
る。ポイントカードについては、ポイ
ント倍出セールを行いカード利用の促
進に努めた。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ｂ　必要性は変わら
ない

Ａ　市が担うべき

有効性

0.11

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成2７年度

768,570 760,100 828,300

0.11

5,663,189

2,942,062 3,248,619 5,663,189

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

3,710,632 4,008,719 6,491,489

平成２７年度は、市民の生活基盤であ
る商店街の振興と市民の利便性の向上
並びに安心・安全なまちづくりに資す
るため、商店会街路灯電気料の補助率
を２分の１から３分の２とし、ＬＥＤ
化した街路灯については全額を補助し
ているものであり、補助金は昨年度よ
り増額している。また、ポイントカー
ドの普及拡大については、ポイント
カードシステムの移行が検討されてい
る中、行政ポイントの贈呈に対する需
要が高いことなどから、対象の事業拡
大や予算面での見直しに努力してい
る。

平成2５年度 平成2６年度

2,942,062 3,248,619

0.11

ポイント ↗↗↗3,830,000 実績から3,940,000 3,735,000

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

街路灯等の電気料金 2,150 2,253 3,165 千円 ↘↘↘ 実績報告

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

商工業団体 意図
事業
目的

０１

対象

市内商工業の振興及び地域経済の活性化のため、商店会に対し街路灯等の電気料金に対し補
助金を交付する。また、流山共通ポイントカードへの加入促進を図るため行政ポイントを贈
呈する。

昭和61年度以来、商業共同施設の経費の一部に対して、補助金を交付している。平成20年度
からは電気料金の5割に相当する額を助成していたが、原油等価格高騰により3か年に限り全
額を交付することとした。平成27年度からは商店街の振興と市民の利便性の向上を図るため
電気料金の3分の2、ＬＥＤ化した商店会については全額を補助するものである。平成25年度
より流山共通ポイントカード事業に対し、加入者の促進を図るため行政ポイントを贈呈して

商工業の発展に貢献する。

主管課長金子　孝行商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化

会計 小事大事

０１

目項

０７ ０１ ０２ ０２

発行ポイント数

事業名

政　策
施　策

05

5-1

商工業育成・助成事業

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 主管課 商工振興課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


